
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森のすみか  

さくらいともか／著 福音館書店 

モモンガの子クルルと森の動物たちの物語。クルルはぐうぜん出会ったアナグ

マに連れられ、森でくらすことになった。森の中で楽しくすごすクルル。あぶな

い目にも会うけれど、長老やばあさまに生きる知恵を教わり、たくましく成長し

てゆく。 

 

 

火曜日のごちそうはヒキガエル 

ラッセル・Ｅ．エリクソン／作 ローレンス・ディ・フィオリ／絵  

佐藤凉子／訳 評論社 

ヒキガエルのモートンが、みみずくにつかまった。モートンをたんじょうびの

ごちそうに食べるのだという。たんじょうびは五日後の火曜日。高い木の上から、

モートンはにげることができるのか。 

「ヒキガエルとんだ大冒険シリーズ」の 1さつ目（全 7さつ）。 

 

 

 

きのうの夜、おとうさんがおそく帰った、そのわけは･･･ 

市川宣子／作 はたこうしろう／絵 ひさかたチャイルド 

おとうさんがなかなか帰ってこない日があります｡そんな夜、おとうさんはどこ

で、何をしているのでしょう。おとうさんの話を聞いてみましょう。えっ？ミミ

ズといっしょに地球にあなをほってたって？？いったいどういうこと？ 

 

 

 

たれ耳おおかみのジョン 

きむらゆういち／作 高畠那生／絵 主婦の友社 

たれ耳犬のジョンは、強くてかっこいいおおかみにあこがれている。なか間の

犬たちとわかれ、おおかみの住む森へと向かったジョン。 

でも、おおかみの世界はとてもキビシイ！ 

よんでみよう（21）  

 

 



なんでもただ会社 

ニコラ・ド・イルシング／作 三原紫野／絵  

末松氷海子／訳 日本標準 

いたずら電話をかけたら、ふしぎな会社につながった。注文したものをただで

くれるという。ただし最後に「ン」つくものを注文すると、おそろしいことにな

るらしい。次つぎ注文するティエリー。でも電話の相手は「ン」のつくものを注

文させようと、さそいをかけてくる。 

 

 

カモのきょうだい クリとゴマ 

なかがわちひろ／作・絵 中村玄／写真 アリス館 

野生のたまごをひろった家族と、たまごからかえったヒナたちの本当にあった

おはなしです。野生を育てることのとまどい、かわいい子ガモの様子、いつか来

るわかれの時・・・ 

子ガモのカラー写真もたくさん。 

 

 

オンネリとアンネリのおうち 

マリヤッタ・クレンニエミ／作 マイヤ・カルマ／絵 

渡部翠／訳 福音館書店 

オンネリとアンネリは、本物のおうちを手に入れました。小さな女の子にぴっ

たりの洋服、なにもかもそろった台所、たくさんのおもちゃがあるあそびべや。

どれもふつうよりちょっと小さいけれど本物です。ふしぎなおとなりさんもいま

す。 

 

 

身がわり王子と大どろぼう 

シド＝フライシュマン／作 ピーター＝シス／絵  

谷口由美子／訳 童話館出版 

「身代わりの少年をつれてこい！」今日も王さまの声がひびいた。おしろの≪

あくたれ王子≫がいたずらをすると、代わりにむち打ちをされる少年がいるのだ。

ある日、あくたれ王子はこの少年をつれて家出をするが、おそろしい山ぞくにお

そわれてしまった。 

 

 

レンゲ畑のまんなかで 

富安陽子／著 降矢奈々／絵  あかね書房 

レンゲ畑で出会った時、なつきは悦子にひみつを打ち明けた。「私と弟は魔女の

家につかまってるんだ」。さびしい気持ちをかかえたなつきと、学校がいやな悦

子。二人の出会いと別れ、そして本当の友だちになるまでの物語。 

 

 



ペテフレット 荘
そ う

のプルック 上・下 

アニー・Ｍ．Ｇ．シュミット／作  

フィープ・ヴェステンドルプ／絵 西村由美／訳 岩波書店 

プルックは小さな赤いクレーン車に乗った男の子。同じペテフレット荘にくら

すのは、ペットのゴキブリ・ザザ、ザザをやっつけようとするピーカピカさんと

むすめのアーヒエ、にぎやかなどしんどしん一家など、ユニークな人たちばかり。 

 

 

くまの子ウーフ 

神沢利子／作 井上洋介／絵 ポプラ社 

くいしんぼうで、やんちゃで、あまえんぼうなウーフ。フナにおどされてにげ

だしたり、ニワトリの体の中には１００このたまごがつまっていると想ぞうした

り…ちょっといじわるなきつねのツネタもいるけれど、やさしい家族となか間た

ちとのたのしい毎日です。 

 

 

小さなバイキングビッケ 

ルーネル・ヨンソン／作 エーヴェット・カールソン／絵 

石渡利康／訳 評論社 

ビッケのお父さんはいさましくて力持ち、バイキングの族長です。ビッケは小

さくて、たたかうことは大きらい。でもとびきり頭がいい！すばらしいちえで、

なかまたちを助けます。 

 

 

きつねものがたり 

ヨセフ・ラダ／さく・え 内田莉莎子／やく 福音館書店 

人間の言葉をおぼえたきつねくんは､本の中のキツネのまねをして食べものを

手に入れようとします。おはなしのように、うまくいくのかな？ 

しっぱいしてもくじけないきつねくんの、ゆかいなおはなし。表紙の得意そう

な顔、なにかいいことあったのかしら？ 


